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議会報告「市民との意見交換会」記録 

（平成 27年 8月 6日（木） 市内障がい者団体との意見交換） 

 

 

１部 議会報告 

NPO法人ｓｋｙトゥルーカラーズ加西：議会だより 1ページの建設経済厚生委員会の所管の

中で高齢者や身体の不自由な方への福祉施策の表現が時代に逆行している。表現の仕方

が悪い。障がい者という言い方をしないといけない。障がい者を認めてほしい。 

 

NPO法人庵ノ上：集団的自衛権や安保法案はどうか。国会前で若い人がデモをしている。議

会では議論をされたのか。どのような内容か。 

議長：廃案を求める請願が出され、それを審議する中で、国会で審議されているから様子

を見ようというのが大半の意見であった。法案を廃案にする請願は否決となったが、国

会でよく議論をしてほしいとの意見書は賛成多数で可決し加西市議会として意見書を提

出した。 

司会：法案を廃案にするという請願と推進しようという陳情が出てきて、どちらも否決で

あった。慎重審議をしてほしいという意見書を加西市議会として提出している。 

 

 

２部 意見交換 

司会：各団体のご意見を伺うということで、事業や活動を報告していただき、その現状や

問題点等、自由にお話いただきたい。 

加西市身体障害者福祉協会：グラウンドゴルフ加西大会、北播大会、県大会に参加。以前

は運動会をしていたが、現在は福祉会館でのゲーム、バスツアーを行っている。 

グランウドゴルフの会場である市民グランドの駐車場が遠い。道に止めていたら教育

委員会から移動してくれと言われる。いじめなのか障がい者をばかにしているのか、駐

車場の改善をお願いしたい。 

 

障がい者授産グループすみれの会：週 2 回火曜と金曜に福祉会館で 10 時から 16 時まで活

動している。手作りの小物を製作し、サイサイ祭や朝市で販売会を通してバザーをし、

市役所では金曜日に販売し、障がい者の方々へ還元している。イオンでの販売会は 2 ヶ

月に 1回している。宿はくらんかいでも販売会をやっている。 

  環境が違うと一人では生活は困窮している。 

  就職に不安で、将来に対しても不安である。 

  共同募金やプチマルシェ、マックスバリュ、イオンから協力を受けている。イエロー

レシートを入れてほしい。企業から還元してもらい資金源にしている。 

議員にももっと知ってもらいたい。 
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NPO法人庵ノ上：日々好きなことを庵ノ上でする。カラオケ、料理、畑を作ったり水かけを

したり、地域の方々と交流、花見、焼肉、6月はそば打ち、すいか祭、さつまいも収穫祭、

正月もちつき。 

  身体、精神、知的障がい者が対象。 

  プチマルシェにイエローレシートを入れるようにしている。 

 

精神障害者家族の会はとの会：2 ヶ月に 1 回、月例会。グランウンドゴルフ年 4 回、花見、

食事会。 

福祉会館の中に活動の部屋がなくなった。古本市もない。 

 

NPO法人ｓｋｙトゥルーカラーズ加西：地域活動支援センターを立ち上げ、生産活動に力を

入れている。障がい者の親が立ち上げた。働く場がなく月 8,000 円でやっていけなく、

善防園に行くのにバス代が 9,000 円いる。企業に納品したり、社協の弁当配達、イベン

トにも参加。仕事をして、お金をもらうために来ている。今現在、3人でやっている。 

  障害者年金の月 6 万円では生活できない。あれもこれもダメだと福祉の方からたたか

れる。夢中で仕事をしている。市にも支援してほしい。 

 

加西市障がい者（児）相談支援センターやすらぎ：高速道路やタクシーの割引またバスの

割引などの免除のことで精神障がい者との格差がある。 

 

精神障害者家族の会はとの会：重度精神障がい者に対する自立支援制度を何とかしてほし

い。 

小野、高砂、姫路、福崎は全額医療費助成している。加西も助成してほしい。 

  相談員制度を月 1回市役所 6階で 1時から 3時まで。 

  家族の支援または当事者へはどうか。 

  平成 2年に立ち上げて 25年たっている。現在 16名。 

  NPO法人さくらの家の支援でグループホームをしたい。 

 

手話サークル「どんぐり」：北播磨サークル連絡協議会ボランティア参加。手話を広げたい。

出来ることはしたい。 

市民病院の眼科には番号がない。 

 

初田（朗読ボランティア「かしの実グループ」）：病院だより、議会だより、市老連の広報

を CDに録音して送っている。市議会だよりは人気がない。 

 

加西市障がい者（児）相談支援センターやすらぎ：身体、知的障がい者が対象。働きたい、
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年金手帳があってももらえない、不登校、引きこもりの手立てや介護の相談。 

  就 Bは 6ヶ所、就 Aは 1ヶカ所、仕事の訓練を受ける。地域活動センター3ヶ所。就 B

と地域活動センターを結びつける。 

 

NPO法人さくらの家：平成 19年に NPO法人として、また平成 20年 4月に地域活動支援セン

ターに。就労 B 型事業所で作業するなど生活のできない人に支援している。親の高齢化

が心配である。 

 

NPO法人手をつなぐ育成会：知的障がい者の親。年 1回旅行、ボーリング大会。 

旧市役所の後の事務所の確保。 

  障がい者年金の途中打ち切りがあり調査してほしい。 

  支援学校と勉強会（講演会）を 3年に 1回行いたい。予算がほしい。 

  障がい者年金をもらう講習会をしてほしい。20才になっても情報がない。 

 

障がい者ボランティアグループ「ひまわりの会」：火曜と金曜に編み物や手芸教室。 

 

加西聴覚障害者協会：毎月土曜に手話サークルどんぐりと手話講座、料理、体操。小学校

からの依頼で年 2回、学校で教えている。兵庫県の大会、北播でのイベントに参加。 

聴覚障がい者の情報がほしい。子育てで 1 人辞めてしまったので手話のできる方がほ

しい。福祉課に手話通訳者を設置してほしい。 

 

 

 

 


